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プログラム  
 
９月２９日（水）  
オープニング・セッション  
０９：３０～０９：４０ 開会挨拶  

             小林 誠一 防衛研究所所長  
０９：４０～０９：５０ 来賓挨拶  

             守屋 武昌 防衛事務次官  
０９：５０～１０：００ 趣旨説明  

             林 永 防衛研究所戦史部長  
 

第１セッション 「日露戦争と国際関係」  
 １０：００～１０：３０ 発表 「日露戦争と国際関係」  
             キース・ニールソン  

カナダ王立国防大学歴史学部教授  
 １０：３０～１１：００ 発表 「日露戦争と日本外交」  
             伊藤 之雄 京都大学法学部教授  
 １１：００～１１：１５ 休憩  
 １１：１５～１１：３５ コメント  
             等松 春夫 玉川大学経営学部助教授  
 １１：３５～１２：２０ コメントへの回答、質疑応答  
 １２：２０～１４：００ 昼食、休憩  
 
特別講演  
 １４：００～１４：４５ 「ロシアにおける日露戦争研究について」  
             ドミトリー・パヴロフ  

モスクワ工科大学歴史・政治学部教授  
 １４：４５～１５：００ 休憩  
 
第２セッション 「海戦」  
 １５：００～１５：３０ 発表 「日露戦争とドイツ帝国海軍」  
             ベルトホルド・ザンダー=ナガシマ  
               ドイツ軍事史研究所主任研究官  

ps999
画像
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 １５：３０～１６：００ 発表 「日露の海戦がアメリカ海軍に及ぼした

影響」  
             髙橋 文雄 航空自衛隊幹部学校教官  
 １６：００～１６：１５ 休憩  
 １６：１５～１６：３５ コメント  
             相澤 淳 防衛研究所戦史部主任研究官  
 １６：３５～１７：２０ コメントへの回答、質疑応答  
 
９月３０日（木）  
第３セッション 「陸戦」  
０９：３０～１０：００ 発表 「技術戦としての日露戦争－日本陸軍の  

技術革新への対応と火砲－」  
             横山 久幸 防衛大学校助教授  
 １０：００～１０：３０ 発表 「フランスから見た日露戦争」  
             立川 京一 防衛研究所戦史部主任研究官  
 １０：３０～１０：４５ 休憩  
 １０：４５～１１：０５ コメント  
             黒沢 文貴 東京女子大学現代文化学部教授  
 １１：０５～１１：５０ コメントへの回答、質疑応答  
 １１：５０～１３：１５ 昼食、休憩  
 
第４セッション 「日露戦争と民族主義」  
 １３：１５～１３：４５ 発表 「日露戦争が２０世紀前半の日波関係に

与えたインパクトについて」  
エヴァ・ルトコフスカ  

ワルシャワ大学日本・韓国研究学部教授  
 １３：４５～１４：１５ 発表 「日露戦争と日土関係」  

サルジュク・エセンベル  
ボスポラス大学歴史学部教授  

 １４：１５～１４：４５ 発表 「日露戦争と朝鮮」  
             李 盛煥 啓明大学校日本学科教授  
 １４：４５～１５：００ 休憩  
 １５：００～１５：２０ コメント  
             稲葉 千晴 名城大学都市情報学部教授  
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 １５：２０～１６：０５ コメントへの回答、質疑応答  
 
議長総括  
 １６：０５～１６：１５ 議長総括  
             林 永 防衛研究所戦史部長  
 １６：１５～１６：２０ 閉会挨拶  
             鈴木 陽 防衛研究所副所長  
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参加者紹介  
 

議長  
林 永  
 現職：防衛庁防衛研究所戦史部長  
 略歴：  防衛大学校卒業。航空幕僚監部総務課長、北部方面警戒管制団司令、

第７航空団司令、航空自衛隊幹部候補生学校長等を歴任。1999 年
３月、退官。空将補。同年４月から現職。  

 
司会  
庄司 潤一郎  
 現職：防衛庁防衛研究所戦史部第一戦史研究室長  
 略歴：筑波大学卒業、同大学院修了（修士）。1986 年、防衛研究所助手、

その後、所員、主任研究官を経て、1999 年４月から現職。 
 著書：『変動期の日本外交と軍事』（共著）、『大正期日本のアメリカ認識』

（共著）ほか。  
 
特別講演者  
ドミトリー・パヴロフ（Dmitrii Borisovich Pavlov）  
 現職：モスクワ工科大学歴史・政治学部教授  
 略歴：モスクワ大学卒業、同大学院修了（博士）。ヘルシンキ大学、モス

クワ教育大学客員教授などを歴任。日露関係国際プロジェクト・チ

ーム、ロシア歴史アーカイヴ編集委員なども歴任。専門は現代ロシ

ア史、20 世紀初頭のロシア諜報史、日露戦争史など。 
 著書：Secrets of the Russo-Japanese War, 1904-1905（共著）ほか。  
 
発表者（発表順）  
キース・ニールソン（Keith Neilson）  
現職：カナダ王立国防大学歴史学部教授  
略歴：アルバータ大学卒業、同大学院修了（修士）。ケンブリッジ大学大

学院修了（博士）。専門は、近・現代イギリス外交史、英露関係史。 
著書：Britain and the Last Tsar: British Policy and Russia, 1894-1917

ほか。  
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伊藤 之雄  
 現職：京都大学法学部教授  
 略歴：京都大学卒業、同大学院修了（博士）。名古屋大学助教授などを歴

任。ハーヴァード大学イェンチン研究所・同ライシャワー日本研

究所で在外研究。京都市市政史編纂委員会代表。専門は近・現代

日本政治外交史。  
著書：『大正デモクラシーと政党政治』、『立憲国家と日露戦争－外交と内

政 一八九八～一九〇五－』ほか。 
 
ベルトホルド・ザンダー=ナガシマ（Berthold Sander-Nagashima）  
 現職：ドイツ軍事史研究所主任研究官  
 略歴：ドイツ連邦海軍参加後、ドイツ海軍士官学校を経て、ドイツ空軍大

学で学位を取得。ハンブルグ大学大学院修了（博士）。専門はドイ

ツ海軍史。 
著書：German-Japanese Naval Relations in World War II ほか。  

 
髙橋 文雄  
 現職：航空自衛隊幹部学校教官（２等空佐）  
 略歴：防衛大学校卒業、上智大学大学院修了（修士）。航空幕僚監部、防

衛研究所所員を歴任。  
 論文：「明治 40 年帝国国防方針制定期の地政学的戦略眼－日本海軍はオ

レンジ・プランの原型を読み解けたか－」、「米西戦争期の勢力均衡

外交－スールー群島へのドイツの関与を中心にして－」ほか。 
 
横山 久幸  
 現職：防衛大学校助教授（２等空佐）  
 略歴：防衛大学校卒業、桜美林大学大学院修了（修士）。航空自衛隊幹部

学校戦略研究室、上智大学大学院研究生、防衛研究所所員を歴任。

専門は軍事技術史、国防政策史。  
 論文：「日本陸軍の軍事技術戦略と軍備構想について－第一次世界大戦後

を中心として－」、「日本陸軍におけるエア・パワーの発達とその限

界－運用規範書を中心に－」ほか。 
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立川 京一  
 現職：防衛庁防衛研究所戦史部主任研究官  
 略歴：上智大学卒業、同大学院修了（博士）。専門は、軍事史、国際関係

史。  
 著書：『第二次世界大戦とフランス領インドシナ－日仏協力の研究－』、

British and Japanese Military Leadership in the Far Eastern 
War, 1941-45（共編）ほか。  

 
エヴァ・ルトコフスカ（Ewa Pałasz-Rutokowska）  
 現職：ワルシャワ大学日本・韓国研究学部教授  
 略歴：ワルシャワ大学大学院修了（修士）、東京大学大学院修了（博士）。

東京大学客員教授、ワルシャワ大学異文化交流センター所長などを

歴任。 
著書： Polityka Japonii wobec Polski, 1918-1941 (Japan’s Policy 

towards Poland, 1918-1941) ほか。  
 
サルジュク・エセンベル（Selçuk Esenbel）  
 現職：ボスポラス大学歴史学部教授  
 略歴：ジョージ・ワシントン大学卒業、ジョージタウン大学大学院修了

（修士）、コロンビア大学大学院修了（博士）。アンカラ大学助教

授、慶應義塾大学客員教授などを歴任。専門は近代日土関係。  
 著書：Turning Points in Japanese History（共著）ほか。  
 
李 盛煥  
現職：啓明大学校日本学科教授  
略歴：嶺南大学卒業、筑波大学大学院修了（博士）。大韓政治学会編集委

員長、韓国日本学会理事を歴任。 
著書：『近代東アジアの政治力学』ほか。  

 
コメンテーター（登壇順）  
等松 春夫  
 現職：玉川大学経営学部助教授  
 略歴：筑波大学卒業、早稲田大学大学院修了（修士）。オクスフォード大

学大学院修了（博士）。  
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 著書：War with Japan（共著）、『日英交流史』（共著）ほか。  
 
相澤 淳  
 現職：防衛庁防衛研究所戦史部主任研究官  
 略歴：防衛大学校卒業、上智大学大学院修了（博士）。専門は日本海軍史。  
 著書：『海軍の選択』、『日英交流史』（共著）ほか。  
 
黒沢 文貴  
 現職：東京女子大学現代文化学部教授  
 略歴：上智大学卒業、同大学院博士課程単位取得退学。順天堂大学非常勤

講師、宮内庁書陵部編修課主任研究官、慶應義塾大学非常勤講師な

どを歴任。法学博士。 
 著書：『大戦間期の日本陸軍』、『日本・ベルギー関係史』（共著）ほか。  
 
稲葉 千晴  
 現職：名城大学都市情報学部教授  
 略歴：宇都宮大学卒業、早稲田大学大学院修了（修士）。早稲田中学・高

等学校教諭、東洋英和女学院短大助教授などを歴任。  
 著書：『明石工作－謀略の日露戦争－』、『暴かれた開戦の真実：日露戦争』

ほか。  
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